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れたのである。そして、 8年後、ハリウッド版のShallWe Dance (2004年)がようやくアメリカでリリースされた。とは言え、














































第 4章では、 rShall weダンス?J(周防正待、 1996)とShallwe dance(2004)を比較しつつ、日本の平凡なサラリ
ーマシの生活を背景とする前者が、有能な弁護士と裕福で幸せな家庭を背景とする物語へと変換されている理由
について、いかに文化的コンテクストが切り替えられているかに焦点を当てながら、各シーンごとの細かく丹念
な分析、さらにはリメイク版におけるモノローグ使用の効果についての考察などを通して明らかにしている.
第5章で取り上げる 『灰暗い水の底からJ(中田秀夫、 2002)とそのリメイクDarkWata(2005)は、女性の自立、
家族の崩壊、育児の問題など日米に共通するテーマを扱いながら、社会的コンテクストの相違によってそれらの
テーマの描かれ方は明らかに異なっていること、またそれが事件の起こる場所の特性とも密接に連関しているこ
とを綿密に論証している。最後に、ハリウッドリメイク作品においては、ほぽあらゆる薗において文化的切断が
行われており、またリメイク権の買収によって作品が自由に商品として加工されるという事態が進行しつつある。
したがって、りメイク現象は日本映画の成功であるという見方は短絡的に過ぎるとの結論を導き出している。
本研究は日本とアメリカ双方の文化に関する豊富な経験と知識、および洞察力があってこそ可能となる貴重な
研究であるといえる。ただし映像テクストの分析方法、対象作品選定にあたっての基準、日本語の表現などに、
不足する点も認められるが、本論文全体の価値を損なうものではない。以上のように、審査委員会は本論文を、
博士(言語文化学)の学位論文として価値のあるものと認める固
